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摘要．東京都港区の 集合住宅 の 敷地 に お い て ，2006 年 5〜ll 月 に ，雨水 ます内の 蚊幼虫数，お よ び

そ の 周辺 に オ ビ ト ラ ッ プ を 設置 して 蚊成虫 の 産 卵活動 を 月 2〜4 回調べ た，ま た，雨水 ま す内 に 週 1

回，家庭 用 殺虫剤 ス プ レ
ー

を散布 し，そ の 前後 の 幼虫 と蛹 の 個体数を 比較検討した，雨水ます内で

は ア カ イ エ カ 群 とヒ ト ス ジ シ マ カ の 幼虫 と蛹が 観察 され た．ま た，オ ビ トラ ッ プ で は ヒ トス ジ シ マ

カ の 産卵活動が 観察 され た．ア カ イ エ カ 群の 幼虫 と蛹 は 8 月 L旬か ら 9 月上 旬 ，
ヒ トス ジ シ マ カの

そ れ らは 調査期間を通 して 観察 され た．ヒ トス ジ シ マ カ の 幼虫と蛹は特に 7 月中旬 か ら 9月中旬 に

か けて 特 に 多 く認 め られ た．雨水 ます 内へ の 家庭用殺虫剤ス プ レ ーの 散布 に よ っ て ，散布 7 日後 の

ヒ ト ス ジ シ マ カ 幼虫数 と蛹 （ヒ ト ス ジ シ マ カ と ア カ イ エ カ群混在）数は有意 に 減少 した φく 0．05）．

蚊個体数 の さ らな る 減少 に は 雨水 ます 対策 の み な らず周囲 の 環境整備を行 う必要があ る と考 え られ

た．
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は じ め に

　 ヒ トス ジ シ マ カ Aedes 　albopictus はネ ・
ソ タイ

シ マ カ と と もに デ ン グ熱 の有力な媒介者で あ り，

1942 年 か ら 1944 年に は 日本に お い て もヒ ト ス

ジ シ マ カ に よ るデ ン グ熱 の 媒介が確認 され て い る

（堀田 ， 1998）．ア カ イ エ カ Culex　pipiens　PalZens

は フ ィ ラ リア を媒介する （上村 ， 2002）．さ らに，
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両者と もア メ リカ で 発生 して い る ウ エ ス トナ イ ル

熱を媒介す る と考え られ て お り，ウ エ ス トナ イ ル

熱の 日本 へ の 侵入が危惧され て い る （（財）日本環

境衛生セ ン タ
ー，2003 ）， 自然 の少 な い 東京の よ

うな都市 に お い て も，
ヒ トス ジ シ マ カ と ア カ イ ェ

カ群の 蚊が 生息 して い る （秦， 1981 ）．道路や公

園な ど に ある公共用 の 雨水 ますが，都市の 蚊の 重

要 な 発生 源 の
一

っ と な っ て い る （秦 ・栗原，

1982 ； 小 原 ら，2QO4 ； 小泉 ら，2004 ；杉本 らt

2004 ；Tianyun 　et αt．，2003 ；津 田， 2004 ； 山下

ら，2004 ）．そ の た め
， 雨水ます へ の オ リセ ッ ト
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ネ ッ 1・の 設置 （小原 ら，
2004 ；吉田 ら，

2005 ），

Dichlorvos樹脂蒸 散剤 の 吊 ド （新 庄 ・ 石 向，

2005 ）， 各種薬剤の 防除試験 （佐藤，2006a ，　b）な

どが 蚊 の 防除対策 と し て 行 わ れ て い る．また ，

IGR 剤の 定期的 な投与 を行政が 実施 して い る事

例 もあ る （占田 ， 2004）．

　筆者は，雨水ますか ら発生す る蚊 の 動態を把握

するため，東京都内に ある集合住宅の敷地内の 雨

水 ますに発生する蚊幼虫 の 生息状況，お よび オ ビ

ト ラ ッ プ に よ る ヤ ブカ 類の 産卵活動を 2004 年か

ら調査 して い る．中野 （2005a ）は ，雨水 ます の 近

くに あ る オ ビ ト ラ ッ プ に は ヒ ト ス ジ シ マ カ の 産 卵

数が多 い こ と， および雨水ます 内の そ の 幼虫数 の

消長 が前者 と連動 す る傾向が あ る こ とを報告 し

た ，

　私有地 に お け る雨水ますの 管理責任 は所有者等

に ある．そ の た め，雨水ます の 蚊発生防止対策 の

方法に つ い て，所有者等に簡便 で 効果的な方法 の

普及が必要で あ る，現在， 都心 で は防疫用殺虫剤

を取 り扱 っ て い る店舗が限 られ，一般の住民 には

入手 しに くい難点が ある．そ の
一方，ピ レ ス ロ イ

ド系 の 家庭用殺虫剤 ス プ レ
ー

は
一

般の 薬局や量販

店等で 広 く販売 され て い る，そ こ で ，本報告で は，

前報 よ り継続 して い る雨水 ます内の 蚊動態 の 観

察 そ の 近辺で の オ ビ トラ ッ プ で の 蚊成虫の 活動

状況 ， およ び身近で 入手 しや すい家庭用殺虫剤ス

プ レ
ーを雨水ます内に 噴霧 した 際の，蚊 の 発生状

況 へ の 影響を 調 べ た の で 報告す る，

材料およ び方法

　前報 （中野 2005a ）の 調査 地で あ る ， 東京都港

区に あ る集合住宅内 の 小規模な雨水ますを対象 に

して ，2006 年 5〜10 月 は月 4 回，11月は 2 回の

調査を行 っ た．調査は敷地内の 水 の 溜ま っ て い る

4 ヵ所 の 雨水ます A 〜D で行 っ た （図 1）．調査方

法は 巾野 （2002 ，　200Sa ）に準 じた，概略を説 明す

る と，2004 年 と同様 に 雨水ますか らひ し ゃ くで

約 400cc 採水 した．蚊幼虫は 属 ごと に，また ，蛹

は
一

括 して 個体数を記録 した ．な お ，今回採集 し

た個 々 の 採集蚊の 種 1司定 は行 わ な か っ た． しか

し， 同 じ調 査場所 で の 蚊 の 活動 を調査 した前報

（中野，2005a ）で は
，

ア カ イ エ カge　Culex　pipiens

民

家

民 家

図 1 東京都港区 に あ る集合住宅内の 調査地

complex と ヒ ト ス ジ シ マ カ が優勢で あ り， 他の

種 はきわ め て 少なか っ た，こ の こ とか ら，幼虫 の

場合は呼吸管 の長 さな ど に よ っ て ア カ イ エ カ群と

ヒ ト ス ジ シ マ カ を区別 した．蛹に っ い て は ， 両者

を区別で きなか っ た の で 同定 しな か っ た．また ，

雨水ます周辺の 緑地 4 ヵ所 （図 1）に t 毎回新し

い オ ビ ト ラ ッ プ を月 2 回 1個ず っ 設置 し， そ の 7

日後 の 蚊 の 産卵数を併せ て 調べ た． ト ラ ッ プ L2
は 門柱の あ る ッ ッ ジ，サ ツ キ の 植栽 の 中に ， ト

ラ ッ プ 3，4 は マ テ バ シ イ ， イ ロ ハ カ エ デ などの 樹

木 と サ ッ キ の 植栽の 中に設置 した （図 1）．オ ビ ト

ラ ッ プ の 性状 は，内外 に 黒 い 塗料を 塗 っ た 350

cc の 缶に， 100　cc の 水道水を加え た．そ の 中に

産卵用 の 木板 （長 さ 10・cm ，幅 2cm ，厚 さ 2mm

の バ ル サ材） を入れた もの で あ る （中野 ， 2002 ，
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2005a ）．

　雨水ます内に使用 した家庭用殺虫剤 ス プ レ
ーと

して は ， ア
ー

ス製薬（株）製ア
ー

ス ジ ェ ッ ト （有効

成分 d−T80 一フ タ ル ス リ ン ，　 d−T80 一レ ス メ ト リ ン ，

成分含量不明，溶媒ケ ロ シ ン ）を用い た ，月 2 同 ，

採水後に 家庭用殺虫剤 ス プ レ
ー

を雨水ます の 蓋上

部か ら水面に か け て 約 1秒噴射 し，7 日後に採水

し， 幼虫数を記録 した．ちな み に 1 秒間 の ス プ

レ ー噴射量は約 1ml で あ っ た．雨水ます内の 薬

剤散布 に よ る幼虫 な どへ の 波及効果 を調 べ る た

め ， 雨水 ます周辺 に設置 したオ ビ ト ラ ッ プ に よ る

成虫の 産卵活動状況を記録 した．そ の 際に，薬剤

散布 に よ る蚊へ の 影響 を把握する た め に，薬斉「」散

布前 の 平均幼虫 ・蛹数  と薬剤散布 7 日後の 平

均幼虫 ・ 蛹数  か ら増減率 〔（  ／  × 100）
− 100〕

（％）を算出 した．また，薬剤散布前後に お ける採

集個体数 の 平均値 の 差を ，
ス チ ュ

ー
デ ン ト の 対

応の あ る t 検定 で 行 っ た．そ の 際 の 解析に は，

SYSTAT   R　11 統計 ソ フ ト （Systat　Software，

Inc．，　2004 ）を用い た，なお，調査期悶中の 東京 の

月降水量は気象庁 （2007）を参考 に した．

結果および考察

雨水ます とオ ビ トラ ッ プ で 採集 した蚊の 種類

　2006年 5〜 10 月に雨水ますに 発生 して い た蚊

は ， 中野 （2005a ）と同様に ア カ イ ェ カ群 と ヒ ト ス

ジ シ マ カ の 幼虫 と蛹 （未同定）で あ っ た．オ ビ ト

ラ ッ プ で は中野 （2005a ）と 同様に ヒ トス ジ シ マ カ

の 卵 を確認 した．小菅 ら（2005）に よ る横浜市で

の 調査で は，ア カ イ エ カ群，ヒ トス ジ シ マ カ ， ヤ

マ ト ク シ ヒ ゲ カ
，

ト ラ フ カ ク イ カ，ヤ マ トヤ ブ カ

の 5 種が採集され たが ， 今回の 調査で は前者の 2

種の みが得 られた．横浜市 の 調査で は 62 ヵ所 の

公共用雨水ま すを 1 年 5 カ 月に わた っ て 月 1回

の頻度で調 べ て い るが，それ に 対 して 本調査は調

査数が少な い た め，ア カ イ エ カ群， ヒ ト ス ジ シ マ

カ 以外の 種類の 蚊を確認 しな い 結果 に な っ た と思

われ る．中野 （2005b ）は 2005 年 6 月か ら 9 月に

港 区内に あ る 8 カ所 の 公園等 で ，人 お と り法に

よ っ て 蚊成虫調査を行い， ア カ イ エ カ と ヒ ト ス ジ

シ マ カ だ けを捕獲 した．こ の 結果か ら港区の 市街

地で は， ヒ トス ジ シ マ カ 以外 の ヤ ブ カ は少な い と

推察 される．

薬剤散布影響下 の 雨水 ますの 蚊幼虫の 推移

　蚊幼虫 ・蛹 の 捕獲数 は，雨水ます D ＞ A ＞ C ＞ B

の 順で あ っ た （図 2）．ア カイ エ カ群 の 幼虫 ・蛹は

8 月上旬か ら 9 月上 旬 に か け て 雨水 ます D の み

で 採集された （図 2）， 雨水ます D は集合住宅 の

敷地の 端に あ り， 緑地に あ る樹の 日陰 に な る （図

1）．近 くに 民家が あ り ， 人を吸血 し た 蚊が産卵し

やすい 場所で あ っ た，また，落葉が雨水ます内に

堆積 して い た．堆積 した落葉の 影響で水中の 有機

物や幼虫の 隠れ場所が多くな る こ とに よ り，蚊幼

虫 と蛹が多 くな り，と くに ア カイ エ カは有機物の

多い 溜水を好むた め，雨水ます D に 発生 した と考

え られ る． 1978 年 と 1979 年 に 公共用 の 雨水 ま

すで ，蚊の幼虫 ・蛹 の 有無 と種類を調査 した秦 ・

栗原 （1982）の 結果 で は ，ア カ イ エ カ の 発牛 頻度

が ヒ トス ジ シ マ カ よ り多 く確認 され て い る．道路

に設置 され て い る公共用雨水ますは 士砂や落葉 ，

ご み な ど の 堆積 で 溜水が汚濁 し
， 有機物の 多い水

域を好む ア カイ エ カが発生 しやす い 水域 と推察さ

れ る． しか し，今回調査 した雨水ます の 数が少な

か っ た こ と，お よ び雨水ます に有機物が少 なか っ

たた め，ア カ イ ェ カ の 発生が 多 く認 め られな か っ

た の で あ ろ うと考え て い る．

　 ヒ トス ジ シ マ カは調査期問中を通 して す べ て の

雨水ます で 発隼が認 め られ，と く に 7 月中旬か ら

9 月中旬 に幼虫と蛹が 多数観察され た （図 2）， ヒ

トス ジ シ マ カ の 活動範囲が狭 く，飛 び回 る の は

25 な い し 100m と い わ れ て い る （江 ドら，

1975 ）． 雨水ます ご と の 幼虫数 と蛹数 の 違 い は，

周囲の 住宅 との 位置や溜水の水質が 影響す ると推

察 した．す なわ ち
， 雨水ます A の 裏側に は駐車場

や民家が あ り，
ヒ トを吸血 した蚊が産卵 しやすい

た め，雨水ます D の次 に捕獲数が高 くな っ た．雨

水ます C は緑地 に接 して い る が ，雨水 ます D と

異 な り落葉の堆積は少な く，また，民家 との距離

が離 れ て い るた め，産卵が少な く蚊幼虫 ・蛹 の 総

捕獲数が少な くな っ た．雨水ます B は他 の ます と

異 な りイ オ ウ臭 の あ る排水が溜 ま っ て い た た め ，

蚊 幼虫め生息 に は 適 さ な い 水域で あ っ た こ とか

ら，幼虫数が 少な か っ た ，
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オ ビ トラ ッ プの蚊産卵数の 推移

　 ヒ トス ジ シ マ カ の 産卵活動 は 9 月中旬に 多 く

見られ ， それ以外の 期間で は平均産卵数が 10個

以 下 と少な か っ た （図 4）．2006 年 5 月か ら 11

月 の 降水量 は 2001 年か ら 2006 年の 平均降水量

よ り少な く， と くに 2006 年 5 月と 8 月の 降水量

は 50ml 以上少なか っ た．そ の ため，7 月上旬ま

で の 雨水ます の 幼虫数が少な く （図 2），全体的に

産卵数が少な くな り， 周辺 の 蚊の 発生数も少な く

な っ た可能性が考え られる．オ ビ ト ラ ッ プ の 産卵

数は ， 敷地の 西側か ら東側に設置した トラ ッ プ 4，

100
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図 42006 年 5〜11 月 に オ ビ ト ラ ッ プ 内に 産卵

　　　 した ヒ ト ス ジ シ マ カ卵数 の 消長 （縦線 は標

　 　 　 準偏差）
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図 3　2006 年 5〜ll 月 に オ ビ トラ ッ プ 内で 観察

　　 した ヒ トス ジ シ マ カ卵数 の 消長

3，2，1 の 順に少な くな っ た （図 3）．と くに ト ラ ッ

プ L2 の 産卵数は 他の トラ ッ プ よ りか な り少 な

か っ た．高木 ら （1989｝は，ヒ ト ス ジ シ マ カ の 産 卵

密度 と頻度 は，周囲が比較的開 けて い て 明る く適

度 に草本 の 見 られ るよ うな場所で 著し く多 く，樹

木が 多 くしか も暗 くて 見通 しが悪 い と こ ろはあ ま

り選択せ ず，開 けて い て草本 もな い裸地は 全 く選

択 しな い と い う結果を報告 して い る，産卵数の 多

い ト ラ ッ プ 3，4 の 設置場所は，樹木 は あ る が暗 く

は な い 緑地 で あ っ た．一方，産卵数 の 少な い ト

ラ ッ プ 1，2 を設置 した緑地 は狭 く門柱や舗装面

に 囲まれ た裸地 に近い 場所で あ っ た．こ の よ うな

周辺環境 の 相違 によ っ て，産卵数 に違い が 出た と

考 え られ る．オ ビ ト ラ ッ プ の 産卵数 は，雨水 ま

すか ら近 い ほ ど多 くな る傾 向が あ っ た （中野，

2005a）．しか し，今回の 調査に お ける雨水ます の

蚊幼虫 ・ 蛹数とオ ビ ト ラ ッ プ の 産卵数 で は，そ の

よ うな傾向は認め られなか っ た．雨水ます C の 蚊

幼虫 ・蛹数 は雨水ま す D よ りか な り少なか っ た

が，近 くの ト ラ ッ プ 3 は ト ラ ッ プ 4 の 次 に 多 い 産

卵数で あ っ た． ト ラ ッ プ 3 に は雨水 ます C か ら

発生 した蚊だ けで な く， 雨水ま す D お よ び周辺か

ら発生 した蚊 も産卵の た め に飛来 した と考え られ

る．

雨水ます へ の 薬剤散布後の，ア カイ エ 力群 とヒ ト

ス ジシ マ カの幼虫 ・蛹 に対する効果

　 ヒ ト ス ジ シ マ カで は，散布前 の 平均幼虫数 33．6

は，散 布後 の 21．2 と有意 に 異 な っ て い た （t＝

2，290，ρ＝0．041 ＜ O．05， 自由度 12）（表 1），また

蛹 （未同定）で は ， 散布前 の 平均蛹数 8，3 は，散布
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表 1　雨水ま す 内へ の 薬剤散布前後 に お け る，蚊幼虫数と蛹数 の 増減

ヒ トス ジ シ マ カ 幼虫

薬剤散布前 薬 剤 散 布 7 目後
＊＊

増滅率 〔％）
＊

期　 日 採 集 数 a 期　 日 採集tW　b 〔（b／a × 100）− 100〕

日

日
［

［

日

H
日

日

日

凵

日

日
［

［

目

6037155993713　

2
　

1
　

1
　

1
　

2
　

2

月

月

月

月

月

月
月

月

月
月

月

月

月

5566778899001　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

111

年0620 40
　 8
　 1
　 5
　 367617810660

　 6
　 1
　 1

2006 年 5 月 13 日

　　　　 5 月 27 目

　　　　 6 月 10 日

　　　　 6 月 24 日

　　　　 7 月　8 「「

　　　　7 月 22 日

　　　　 8 月 12 日

　　　　 8 月 26 口

　　　　9 月 16 目

　　　　 9 月 30E ］

　　　 10 月 14 日

　　　 10 月 28 円

　　　 11 月 12 日

51134615711011
　

　

　

　

　

48461

一62．5
− 87．5

　 　 0，0
− 40．0

　 33．3
− 3L3

　 32．8
− 42．3
− 36，8
− 81，7
− 83．3

− 100．0
　 　 0．0

ア カ イ ェ カ 群 幼 虫

薬剤散布前 薬剤散布 7 目後
＊＊＊

増減率 〔％）
＊

期　 日 採集数 α 期　日 採集．数 b 〔｛b／α × 100 ）
− 100 〕

［

［

日

日

日

凵

日

凵

日

日

口

囗

日

凵

6037155993713　

2
　

1
　

1
　

1
　

2广
　

2

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月
月

月
丹

5566778899001　

　

　

　

　

　

　

　

　

111

年0620 0000003790000　

　

　

　

　

　

414

2006 年 5 月 13 日

　　　　 5 月 27 日

　 　 　 　 6 月 10 日

　　　　 6 月 24 日

　　　　 7 月　 8 日

　　　　 7 月 22H

　　　　 8 月 12 凵

　　　　 8 月 26 口

　　　　 9月 16 目

　　　　 9 月 30 凵

　　　 10 月 14 凵

　　　 10月 28 目

　　　 ll 月 12 日

0000000200000　

　

　

　

　

　

　

2
一100．0
　 29．4
− 100．O

蛹 （ヒ トス ジ シ マ カ と ア カ イ エ カ 群混在）

薬剤散布前 薬剤散布 71i 後
＊＊＊＊

増減率 （％ ｝
＊

期　 日 採 集 数 a 期　 日 採集数 b 〔（b／a × 100）− 100 〕

2006 年 5 月 6 日

　　　　 5 月 20 日

　　　　 6 月　3 日

　 　 　 　 6 月 17 日

　　　　 7 月　 1FI
　　　　 7 月 15 日

　　　　8 月　5 日

　　　　 8 月 】91」

　　　　 9 月　9H
　　　　 9 月 23 日

　　　 10 月　7 日

　　　 10 月 21 日

　　　 ll 月　3 口

7001

工

77948010

　

　

　

　

　

　

　

ワ白
1

2006 年 5 月 13 凵

　　　　 5 月 27 日

　　　　 6 月 10 凵

　　　　 6 月 24 凵

　　　　 7 月　 8 日

　　　　 7 月 22 目

　　　　 8 月 12r
　　　　 8 月 26 日

　　　　 9 月 16 囗

　　　　 9 月 30 日

　　　 10月 14 目

　　　 10月 28 日

　　　 11 月 12 日

0000001010000 一100．O

一100．0
− 100．0
− 100 ．0
− 85．7

− 100 ，0
− 95，8

− 100．0

一100．0

　
＊

マ イナ ス 値 は，薬剤処理後 の 個体数減 少 を，プ ラ ス 値 は増 加 を示 す，

　
＊＊

薬剤散布後の ヒ トス ジ シ マ カ 幼虫数減少 が有意 に 認 め られ た （t＝2．290 ，p 一
〇．041，有意水準 5％，自由度 12）

＊＊＊
薬剤散布後 の ア カ イ エ カ 群幼虫数減少 は 有意で は なか っ た （t＝1．697 ，ρ＝0．232 ，有意水準 5％，自由度 2）

＊＊＊＊
薬剤散布後 の 蠕個体数減少 が 有意 に 認 め られ た （t＝3，145 ，p ＝0．014 ，有意 水準 5％，自由度 8）
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後 の 0．22 と有意 に 異な っ て い た （t＝3．145，p ＝

0．Ol4 ＜ e．05，1『由度 8） （表 D ． しか し， ア カ イ

エ カ に っ い て は有意で なか っ た （！＝ 1．697，p＝

0．232 ＞ 0．05）の は サ ン プ ル 数 が少な か っ た こ と

が要因と して 考え られる． ア カ イ エ カ群 の 幼虫で

は有意な滅少は認め られ なか っ た が， 8 月中 ド旬

を除 く他の 時期で は減少傾向を示 した （表 1）．ア

カ イ エ カ群の 幼虫 は雨水 ます D で の み 8 月上旬

か ら 9 月上旬だ け捕獲され て お り，ヒ ト ス ジ シ マ

カ幼虫よ り発生数が 少な い ため，薬剤の 影響が大

きか っ た と考え る．ヒ トス ジ シ マ カ幼虫は 5 月お

よ び 9 月中旬〜10 月で は減少率は 62．5〜 100％

で あ っ た が，6 月中旬〜9 月 ヒ旬で は減少率 31．3
〜42．3％ に減少 した （表 1）．また ，蛹 （未同定）

の 7 囗後 の 減 少率は 85〜 100％ で あ っ た （表

1）． ピ レ ス ロ イ ド剤 は即効性 に優れ るが，残効性

は 低 い （緒方 ら，
2000 ）．噴霧直後 の ピ レ ス ロ イ

ド剤に よ る殺虫効果 の 他に 溶剤 と して 含有 して い

るケ ロ シ ン が雨水ますの水面 に 油膜を張り， 幼虫

や 蛹 の 呼吸 を阻害す る効果 もあ っ た と 考え られ

る．蚊 の 産卵か ら羽化 まで の 発育所要日数は，ア

カイ エ カ は 21℃ で 13 目， 26℃ 11 日， 31℃ 9

日 で あ り （松坂 ・武衛，
1993）， ヒ トス ジ シ マ カ

は 20℃ で 24 日，25℃ 14 「L30 ℃ 12 日で ある

（松沢 ら，1966）．い ずれ も気温 の 上昇 に 比 例し生

育が早 くな る．6 月中旬〜9 月上 旬に お け る蚊幼

虫数の 減少率低 下は ， 薬剤散布後に 成虫が産下 し

た 卵か ら発生 し た幼虫が気温 の ヒ昇 に 伴 い 生育が

早ま り，増加 した と思わ れ る ．薬剤散布 7 日後の

蛹の減少率は高か っ た．こ れ は 7 日の 間に次 の蛹

に な るはずの 幼虫の 生育が 阻害さ れ た た め と思わ

れる．

　 医療福祉関係者向 けの 簡便な衛生 害虫対策の一

つ と して ， 矢口 （2003）は，防疫用殺虫剤 の 入手が

困難な場合に ，家庭用殺虫剤 ス プ レ
ーを， 幼虫防

除の 効果が期待さ れ る散布方法と して 紹介 し て い

る．

　 今回使用 した家庭用殺虫剤 ス プ レ
ー

は，ハ エ ・

蚊成虫な ど を 本来 の 駆 除対象 と し て い る． しか

し，入手 しや す く使い やすい と い う利点か ら， 殺

虫剤 ス プ レ
ーが本来の 対象 と して い な い，雨水 ま

す内の 蚊幼虫お よ び 蛹お よ び近辺 の オ ビ ト ラ ッ プ

で の 蚊成虫に対す る影響の把握を行 っ た．そ の 結

果，おお むね蚊幼虫 ・蛹数 は減 少したが，7 月 ヒ旬

や 8 月上旬に は，散布後 に幼虫数 の 増加が見 られ

た．

　今後は薬剤散布だ けで な く， 雨水ます の 清掃や

雨水ます上部 に 目の 細か い網を設置する こ と，蚊

の 潜み 場所 とな る緑地 の 管理 な ど環 境整備が 必要

と思われ た．
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